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⾃⼰紹介
⽂教⼤学⽂学部 司書課程担当（2019〜）
元⼤学図書館員（フェリス⼥学院⼤学附属図書館 1997〜2005）

関⼼︓分野や国境を超えたオープンサイエンスの実現、および学術情報流通や
研究活動に与える影響の観測

l ⽂部科学省科学技術・学術政策研究所［NISTEP］（2016〜）
l 研究データ利活⽤協議会︓研究データのライセンス⼩委員会等（2017〜）
l ⽇本学術振興会⼈⽂学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進センター

研究員（2019〜2023）リエゾンオフィサー（2023〜）
l ⽂部科学省研究振興局学術調査官（図書・学術情報流通担当）（2020〜2021）
l SPARC Japanセミナー企画委員（2020〜）
l ⽇本学術会議情報学委員会国際サイエンスデータ分科会WDS⼩委員会（2021〜）
l G7 Open Science Working Group (OSWG) Independent expert (2022〜)
l 国⽴国会図書館科学技術情報整備審議会専⾨委員 (2024〜)
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Monastersky, R. Publishing frontiers: The library reboot. Nature 495,430–432 (2013). 
https://doi.org/10.1038/495430a 3

https://doi.org/10.1038/495430a


インタビュー調査（2013年夏）
Digital Curation Centre 

Kevin Ashley⽒（Director）、Jonathan Rans⽒
Angus Whyte博⼠
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インタビュー調査（2013年夏）
エディンバラ⼤学

国⽴⼤学（1583年設⽴）

⼈⽂・社会学部，理⼯学部，医学・
獣医学部

グラスゴー⼤学

国⽴⼤学（1451年設⽴）

⼈⽂学部，⽣命科学学部，理⼯学部，
医学・獣医学部
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https://ocw.tsukuba.ac.jp/discovery/researchers/ikeuchi/ 6

https://ocw.tsukuba.ac.jp/discovery/researchers/ikeuchi/


研究のデジタル化とオープンサイエンスの推進

n研究プロセス全般の⽀援
– 新たな知識の創出と流通に寄与

n具体的な⽀援例
– 出版物のオープンアクセス
– 研究データ管理（Research Data Management: RDM）
– デジタル研究⽀援

üデジタルスカラーシップ（Digital Scholarship）
üデジタルヒューマニティーズ（Digital Humanities）
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研究データ管理

研究プロセスと研究⽀援サービス

8参考︓Daland & Hidle, 2016

研究計画・資⾦獲得 研究・データ⽣成 出版 根拠データの公開・保存

デジタル研究⽀援 オープンアクセス メトリクス・評価

DMPツール ストレージ リポジトリ



Eisenhower Matrix
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ontents

1. なぜ、研究⽀援を⾏うのか︖

2. 即時OA等に対応する研究⽀援業務

3. 研究データ管理サービスの概要と研究者のニーズ

4. グループワーク

C



４．グループワークについて
お題︓研究⽀援のうち困難を感じる業務とその解決策
• どこが難しい／難しそうか、考えておいて下さい。

グループ︓3〜4名
議論︓15分
発表︓各チーム2〜3分
内容をチャットに記載
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なぜ、研究⽀援を⾏うのか
1



⼤学・研究図書館による研究⽀援
n研究⽀援

機関の構成員である教員や⼤学院⽣などの研究者を対象とした、
より効率的で質の⾼い研究の遂⾏に資する取り組み。
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従来の研究⽀援
n 北⽶など

– 特定分野の専⾨知識をもつサブジェクトライブラリアン
– 研究に直接参加するエンデベッドライブラリアン
– 教員と図書館を仲介するリエゾンライブラリアン

n ⽇本
– 研究に必要とされる多様な情報資源へのアクセス提供

14



論⽂へのアクセスコスト
nアクセスするのに苦労した論⽂

– 中⼩企業の研究者︓平均51分
– ⼤学の研究者︓平均63分
– アクセスするのに苦労した論⽂︓17本／年
– ⼈件費に換算すると7,000万ユーロに達する可能性

15
Houghton, John, Swan, Alma, Brown, Sheridan. Access to research and technical information in Denmark.
2011. https://eprints.soton.ac.uk/272603

https://eprints.soton.ac.uk/272603


教員の研究時間割合の推移

16神⽥由美⼦, 伊神正貫. 研究専従換算係数を考慮した⽇本の⼤学の研究開発費及び研究者数の詳細分析. 
科学技術・学術政策研究所. 2020. https://doi.org/10.15108/rm297

https://doi.org/10.15108/rm297


イノベーションを阻む構造的問題

17⽇本学術会議若⼿アカデミー. ⾒解︓2040 年の科学・学術と社会を⾒据えていま取り組むべき10の課題. 
⽇本学術会議. 2023, p. 21. https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-25-k230926-4.pdf

https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-25-k230926-4.pdf


図書館学の五法則
1. Books are for use.
2. Every reader his [or her] book.
3. Every book its reader.
4. Save the time of the reader.
5. The library is a growing organism.

Ranganathan, 1931
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2
即時OA等に対応する研究⽀援業務



科学技術・イノベーション政策において⽬指す
主要な数値⽬標（2021）
1. 機関リポジトリを有する全ての⼤学・⼤学共同利⽤機関

法⼈・国⽴研究開発法⼈において、2025年までに、
データポリシーの策定率が100％になる。

2. 公募型の研究資⾦の新規公募分において、2023年度ま
でに、データマネジメントプラン（Data Management 
Plan, DMP） 及びこれと連動したメタデータの付与を⾏
う仕組みの導⼊率が100％になる。

『統合イノベーション戦略2021』 p.81
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/togo2021_honbun.pdf, 20

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/togo2021_honbun.pdf


学術論⽂等の即時オープンアクセスの実現に向
けた基本⽅針について(2024)
1. 公的資⾦による学術論⽂等の即時オープンアクセスの実施
公的資⾦のうち2025年度から新たに公募を⾏う即時OAの対象となる
競争的研究費の受給者に対して、該当する競争的研究費による学術論
⽂及び根拠データの学術雑誌への掲載後に、即時に機関リポジトリ等
の情報基盤に掲載することを義務付け

2. グローバルな学術出版社等（学術プラットフォーマー）と
の交渉

3. 学術論⽂及び根拠データの機関リポジトリ等の情報基盤へ
の掲載

4. 研究成果発信のためのプラットフォームの整備・充実
統合イノベーション戦略推進会議（第１８回）
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/18kai/18kai.html 21

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/18kai/18kai.html


科学研究における健全性の向上について(2015)

論⽂等の形で発表された研究成果のもととなった実験デー
タ等の研究資料は、当該論⽂等の発表から10年間の保存を
原則とする。試料や標本などの有体物については５年間を
原則とする。ただし、保存が不可能ないしは著しく困難で
ある、保存のためのコストやスペースが膨⼤になる、など
社会通念上、⽌むを得ない理由がある場合はこの限りでは
ない。また医療分野や社会調査など、データ等の扱いに特
段の規程がある場合にはそれに従う。

22
回答 科学研究における健全性の向上について. ⽇本学術会議. 2015.
https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-k150306.pdf

https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-k150306.pdf


科研費における研究データの管理・利活⽤について

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html

対象︓令和６(2024)年度以降に実施する新規及び継続を含む全ての研究課題
23

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html


委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運⽤ガイドラインとナショ
プロデータカタログ（NEDO）

24https://www.meti.go.jp/policy/innovation_policy/datamanagement.html

https://www.meti.go.jp/policy/innovation_policy/datamanagement.html


AMEDにおける研究開発データの取扱いに関する基本⽅針、AMED研究データ
利活⽤に係るガイドライン、データマネジメントプラン

25https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html

https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html


22分野トップジャーナルのデータ公開要求

26Ikeuchi, Ui. The Impacts of Changes in Journal Data Policies: A Cross-Disciplinary Survey.
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.24482104

https://doi.org/10.6084/m9.figshare.24482104.v1


研究者および⼤学・図書館に求められていること

研究者
n論⽂の即時OA（2026〜）

n根拠データの公開（2026〜）

n研究データの保存（10年）

n研究データ管理
– データマネジメントプランの作成

（科研費・NEDO・AMED）

⼤学・図書館
n（OA・）データポリシー策定
nニーズ調査

n機関リポジトリ提供
nメタデータ作成
n管理・保存⽤ストレージ提供

nガイダンス・相談窓⼝
n研究⽀援

27



論⽂の即時OA︓ジャーナルの問題
nジャーナルのOA⽅針

– 機関リポジトリ掲載=グリーンOAの可否・エンバーゴ
– プレプリント公開の可否
– バージョンが多数存在する場合の管理、メタデータ
– データジャーナルへの投稿可否

nAPC（論⽂投稿費⽤）

nハゲタカジャーナル

28



学協会著作権ポリシーデータベース

29https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133

2024年度末 
新SCPJ正式公開、SCPJ⼊⼒ガイドラインの公開

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133


OAアシスト機能（RCOS）

30https://rcos.nii.ac.jp/service/oaps/

https://rcos.nii.ac.jp/service/oaps/


3
研究データ管理サービスの概要と
研究者の⽀援ニーズ



3-1 研究データ管理の⽬的



研究データ管理（RDM）
1. 研究データの管理計画
研究データを適切に管理・公開・保存する⽅法を⽂書化する

2. 研究データの公開
科学研究活動の成果である研究データに、誰もが⾃由にアクセスして
使えるようにする

3. 研究データの⻑期保存
公開しないデータも含めて科学研究の根拠となるデータを保存して、
⻑期にわたって再利⽤や検証を可能にする

33



論⽂と研究データの違い
n論⽂

– フォーマットが⼀定
– ⼈間が読んで理解できる

n研究データ
– さまざまなフォーマット
– データだけでは内容を理解できない

→FAIRデータとして整備し、公開・保存する必要がある

34



FAIR Data Principles

https://www.force11.org/group/fairgroup/fairprinciples

Findable,  Accessible, Interoperable, and Re-usable.

35

https://www.force11.org/group/fairgroup/fairprinciples


FAIR原則（⽇本語訳）

https://doi.org/10.18908/a.2018041901

Findable、 Accessible、 Interoperable、 Re-usable
⾒つけられる、アクセスできる、相互運⽤できる、再利⽤できる

メタデータ 識別⼦ ライセンス

36

http://doi.org/10.18908/a.2018041901


研究データ管理（RDM）の⽬的
n研究データをFAIRデータとして公開・保存する

– 発⾒可能・アクセス可能・相互運⽤可能・再利⽤可能な状態で
公開・保存する

37



研究データ共有のレイヤーと期待される効果

38

研究者

同⼀分野

異分野

市⺠

学際研究

国際共同研究 研究の効率化

研究不正の低減

研究成果の⻑期保存

データサイエンス、AI、
データ駆動型研究の進展

市⺠科学の進展

地球規模の課題解決
根拠に基づく政策決定

教育での活⽤
イノベーションの創出



Alan Curtis Kay (1972)

39
Key, Alan C. A Personal Computer for Children of All Ages. Proceedings of the ACM National Conference, 1972.
https://mprove.de/visionreality/media/Kay72a.pdf (⽇本語訳: https://swikis.ddo.jp/abee/74) 

信頼性の⾼い情報の流通

情報の⻑期保存

情報の利⽤⽀援

https://mprove.de/visionreality/media/Kay72a.pdf
https://swikis.ddo.jp/abee/74


図書館学の五原則
1. Books [Data] are for use.
2. Every reader his [or her] book.
3. Every book its reader.
4. Save the time of the reader.
5. The library is a growing organism.

Ranganathan, 1931
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3-２ ⼤学図書館によるRDMサービスと
研究者のニーズ



The State of Open Science in Japan

研究者

研究機関

RDM
Data Policy

JPCOAR/AXIES

2020

Preprints

OA

2022

RDM
Data Policy

JPCOAR/AXIES

Preprints

OA

2018

OA

2016

OA
Open Data/RDM

専⾨家ネットワーク

第5期科学技術基本計画
第6期科学技術・イノベーション基本計画
統合イノベーション計画

Open Data/RDMOpen Data/RDMOpen Data/RDM

研究者のニーズ等
出典



⽇本の研究者によるOSの実践と認識

43

Open Data/RDM + OA Preprints OA + 
Preprints

Open Data
RDM

調査年 2016 2018 2020 2022

対象 科学技術・学術政策研究所科学技術専⾨家ネットワーク
産学官の研究者・技術者・マネージャ等

回答数 1,406
（70.9%）

1,548
（70.5%）

1,349
（70.5%）

1,448
（75.7%）

1,173
(70.2%)

1,237
(73.9%)

報告書DOI 10.15108/rm268 10.15108/rm289 10.15108/rm316 10.15108/rm301 10.15108/rm327 10.15108/rm335

https://doi.org/10.15108/rm268
https://doi.org/10.15108/rm289
https://doi.org/10.15108/rm316
https://doi.org/10.15108/rm301
https://doi.org/10.15108/rm327
https://doi.org/10.15108/rm335


AXIES-JPCOAR研究データ連絡会
RDM（研究データ管理）事例形成プロジェクト

https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/project/rdm事例形成プロジェクト
『2020年度RDM事例形成プロジェクト中間報告書』 https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000003
「⽇本の研究機関における研究データ管理（RDM）の実践状況―オープンサイエンスの実現に向けた課題と展望
―.」https://doi.org/10.15108/stih.00287

https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/project/rdm%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E5%BD%A2%E6%88%90%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000003
https://doi.org/10.15108/stih.00287


⼤学・研究図書館によるサービス
nさまざまな名称

– Research Data Management (RDM) Service
– Research Data Service (RDS)
– Data Curation
– Digital Curation

45



定義（Data curation）
データキュレーションとは、学術、科学、教育にとって興
味深く有⽤なデータを、そのライフサイクルを通じて積極
的かつ継続的に管理することである。キュレーションの活
動や⽅針は、データの発⾒や検索、データの品質を維持し
て付加価値を⾼めること、そして⻑期にわたる再利⽤を可
能にする。

IS 547 Foundations of Data Curation”, School of Information Sciences, University of Illinois Urbana-Champaign. 
https://ischool.illinois.edu/degrees-programs/courses/is547

46

https://ischool.illinois.edu/degrees-programs/courses/is547


アクティブデータ

クローズ
（個⼈情報・商業的機密・国家機密など）

制限付きオープン
（エンバーゴ・利⽤料⾦・利⽤登録など）

オープン

保存

キュレート

公開

管理データ



研究プロセスと研究データ管理サービス

オンライン教材

NII RDC 要・⽀援⼈材“研究⽀援”. 図書館情報学事典. 
⽇本図書館情報学会編. 2023, p. 533より 48

研究者



⑧ガイダンス・研修・サポート

①研究データ管理⽅針と計画 ②ビジネスプランと永続性

③データ管理計画の作成

④アクティブデータの管理⑦データ⽬録

⑥データリポジトリ ⑤データの選択と引き渡し

（１）

（２）

（３）

Jones, S., et al. How to Develop Research Data Management Services - a guide for HEIs. Digital Curation Centre. 
2013, p. 5. https://www.dcc.ac.uk/resources/how-guides/how-develop-rdm-services 49

⼤学および
図書館

http://www.dcc.ac.uk/resources/how-guides/how-develop-rdm-services


RDMの構成要素
1) ⼤学の研究データ政策
① 研究データ管理ポリシーと計画の策定
② ビジネスプランと永続性

2) 研究データのライフサイクルとその管理
③ データマネジメントプラン（DMP）の作成
④ アクティブデータの管理
⑤ データの選択と引き渡し
⑥ データリポジトリ
⑦ データ⽬録︓メタデータと識別⼦

3) ガイダンスとサポート
⑧ ガイダンス・研修・サポート

ポリシー

DMP

リポジトリ

メタデータ

ガイダンス

Jones, S., et al. How to Develop Research Data Management Services - a guide for HEIs. Digital Curation Centre. 
2013, p. 5. https://www.dcc.ac.uk/resources/how-guides/how-develop-rdm-services 50

http://www.dcc.ac.uk/resources/how-guides/how-develop-rdm-services


https://tinyurl.com/25obkyfo

ポリシー

2024年7⽉時点︓64⼤学

https://tinyurl.com/25obkyfo


52https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research-policy/kanrikoukai

ポリシー

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research-policy/kanrikoukai


⼤学における研究データポリシー策定のための
ガイドライン(2021)

53https://rdm.axies.jp/sig/70/
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SPARC Japanセミナー2021
研究データポリシーが⽬指すものとは
データポリシーの策定はオープンサイエンス実現のための
⼿段であり、それ⾃体が⽬標ではありません。
本セミナーでは、政策関係者・⼤学関係者・研究データ流
通関係者など、様々なステークホルダーが⼀堂に集い、
データポリシーの意義と、その先のビジョンの⼀つである 
FAIR 原則に基づくデータの利活⽤推進のために必要な考
えやアクションは何かについて討論を交わし、地に⾜のつ
いた研究データポリシーの策定に役⽴てます。

54https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2021/20220222.html
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データマネジメントプラン
nデータマネジメントプラン（DMP）作成⽀援

– Data Management Plan
– 助成機関などが義務化＝研究費申請時に必須の書類
– ⽇本では、NEDO、AMED、科研費が作成を求める（ただし国
外の助成機関に⽐べると要求の度合いは緩やか）

55

DMP



DMPの記述内容
nデータ名称
nデータの説明
n管理者・担当者
n分類

n想定利活⽤⽤途
n利活⽤・提供⽅針
nリポジトリ／データベース
nデータフォーマット

データマネジメントプラン（DMP）—FAIR原則の実現に向けた新たな展開.
情報の科学と技術. 2018, 68(12), p. 613-615. https://doi.org/10.18919/jkg.68.12_613

 

 1 

 
表１ DMPの概要 

項目 NEDO% JST% AMED%
データ名称 ◯ ◯  
データの説明 ◯ ◯ ◎ 
管理者／担当者 ◯  ◯ 
分類 ◯ ◯  
公開レベル ◯ ◯  
DMP対応項目  ◯  
秘匿理由 ◯   
秘匿期間 ◯  ◯ 
取得者 ◯   
取得方法 ◯   
その他 ◯ ◯ ◯ 
公開データ 
想定利活用用途 ◯ ◯  
利活用・提供方針 ◯ ◯ ◯ 
円滑な提供に向けた
取り組み 

◯ ◯  

リポジトリ／ 
データベース 

◯  ◎ 

データフォーマット   ◯ 
想定データ量 ◯   
加工方針 ◯   
その他 ◯  ◯ 
項目名はNEDOの DMPに準じて作成し，適宜読み替えた。 
◎は制限共有・制限公開・非制限公開データごとに記載する。 

 

DMP
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https://doi.org/10.18919/jkg.68.12_613


科研費DMP記載例

57https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html
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https://www8.cao.go.jp/cstp/common_metadata_elements.pdf 58
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あなたが上記「メタデータの共通項⽬」を記載する場合に、相談など
の⽀援が必要な項⽬があれば全てお選び下さい。［複数選択可］

① データの説明（端的かつ中⾝の分かる内容を記載）
② 管理対象データの利活⽤・提供⽅針（無償／有償、ライ
センス情報、その他条件（引⽤の仕⽅等）等を記載）

③ アクセス権（公開／共有／⾮共有・⾮公開／公開期間猶
予から選択）

④ リポジトリ情報
⑤ 特に⽀援を必要とする項⽬はない（1〜4、6は選択しな
いで下さい）

⑥ その他（具体的にご記載下さい）
59



記述が困難な「メタデータ共通項⽬」*（複数選択）

60

*統合イノベーション戦略推進会議「公的資⾦による研究データの管理・利活⽤に
関する基本的な考え⽅」で⽰された、DMPに掲載する「メタデータの共通項⽬」(2021)

他の選択肢を
選ばないよう
指⽰



その他（⾃由記述）
「作成は可能だが労⼒がかかる」（10名）

“時間と精神的労⼒さえかければ、上記に難しいことはありま
せん。しかし、上記を作成・記載するのに⾮常に時間・精神的
労⼒が必要で、その意味では全て「難しい」です”
“記載すること⾃体は可能と思われるが、記載した経験がなく、
ノウハウが無いため、いずれについても規準がわからない。そ
ういう意味で、全て難しく感じる”
“項⽬が多すぎるので、本当に必要であれば、⾃動⽣成できる
枠組みがほしい”
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その他（⾃由記述）
“｢DMP｣は、研究経験や論⽂の掲載経験のないもの研究実
態をまったく知らないで｢研究不正対策｣の視点だけから研
究者を管理する側の｢保⾝｣に基づき⽣まれた発想と考える。
研究開始から終了までの数年にわたって収集されたデータ
には、課題に直接関係しない資料や論⽂も数多く含まれ、
膨⼤な数に上るが、ほとんどの（とくにアカデミアに属す
る）研究者は、このような膨⼤なデータを逐⼀整理・保存
しているわけではなく、また、そのような⾏為にさく研究
時間もないことから、｢DMP作成｣は、研究そのものを阻害
するだけであり、必要悪と考える”
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https://rcos.nii.ac.jp/service/ 63

管理・公開基盤提供 (NII RDC) リポジトリ

https://rcos.nii.ac.jp/service/


外部リポジトリの紹介

https://figshare.com https://zenodo.org https://datadryad.org

https://www.re3data.org

リポジトリのディレクトリ（検索可）

リポジトリ

64

https://figshare.com/
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データ公開・整備に必要な資源の充⾜度(2022)
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データ⼊⼿における問題（複数選択）

62.9%



FAIRデータとするために
1. 標準的なメタデータの付与

2.永続的な識別⼦（PID）の使⽤
– DOI（Digital Object Identifier）

発⾒可能・アクセス可能・相互運⽤可能・再利⽤可能

→引⽤・評価にも繋がる

メタデータ
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1. 研究データのメタデータ
nJPCOARスキーマ

– 研究データ対応
– DataCiteスキーマの利⽤（相互運⽤性）

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=69

メタデータ
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参考︓RDAメタデータ標準カタログ

69https://rdamsc.bath.ac.uk/
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RDAメタデータ標準カタログ︓分野索引

70
https://www.janul.jp/sites/default/files/2022-12/rda_metadata_standards_catalog_ja.pdf

https://www.janul.jp/sites/default/files/2022-12/rda_metadata_standards_catalog_ja.pdf


2. 研究データへのDOI付与

研究データへのDOI登録実験プロジェクト

https://japanlinkcenter.org/top/index.html#top_project

2014年10⽉〜2015年9⽉→ガイドライン

メタデータ
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研究データにDOIを付与するには︖
5分で分かる研究データDOI付与
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(Digital Object 

O  

,'‘ ) 

https://your.server.j 
data.html 

https://doi.org/1 0.1234/abcdefg 

https://your.server.jp/data.html 

doi: l  0.1234/abcdefg 

D-OIname ]IURL ]  
10.1234/abcdefg your.server.jp/data.html 

https://japanlinkcenter.org/ 

https://doi.org/10.11502/rd_guideline_ja 
F O R C E l  
https://doi.org/10.11 502/rduf _rdc_jddcp_ja 

http:j /id.nii.acjp/1458/00000135/ 

(Research Data Utilization Forum/Research Data Citation Subcommittee) 
https://japanlinkcenter.org/rduf /  

research was supported by Japan Science and Technology 
Agency (JSTI as part of the Belmont Forum. 

rd-rdc@mr jst.gojp g  
R D U F  

ｮ  

https://doi.org/10.11502/rduf_rdc_doileaflet

メタデータ
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図書館学の五原則
1. Books are for use.
2. Every reader his [or her] book.
3. Every book its reader.
4. Save the time of the reader.
5. The library is a growing organism.

Ranganathan, 1931
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ガイダンス・情報発信
nガイダンス

–情報リテラシー教育の経験

n情報発信
–ポータルサイト
–既存教材の活⽤

GakuNin LMS
https://lms.nii.ac.jp/ 74

ガイダンス

https://lms.nii.ac.jp/


RDMに関して知りたい項⽬（複数選択）

75n=1,084

91.3%

(n=990)



https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294

オンライン教材
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https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294


https://rds.dx.kyushu-u.ac.jp/

オンライン教材
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『⼈⽂学・社会科学におけるデータ共有のため
の⼿引き』

⽬次

1. はじめに
2. データを共有する意義
3. データ管理計画
4. メタデータ
5. データのフォーマット
6. データの保管
7. データ共有に関する倫理的側⾯
8.  個⼈情報と匿名化について
9. データに関する著作権
10.データアーカイブの役割

https://jdcat.jsps.go.jp/guidance.html

オンライン教材

78
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RDMを依頼したい項⽬と専⾨性の⾼さ

79
研究者が依頼を希望する項⽬は専⾨性が⾼い



RDMサービスを展開するにあたり、⾃機関の研究者から要望が⾼いと
思われるサービスと実施しているRDMサービス（複数選択可）
【n=309】



研究者のニーズの把握

https://rdm.axies.jp/sig/24/ 81

https://rdm.axies.jp/sig/24/


まとめ︓⼤学図書館のRDMサービス
n FAIRデータの流通・保存のためのプロセス

n図書館の強みを活かした⽀援
– データ管理⽅針策定への参加
– DMP作成⽀援
– リポジトリの提供・紹介
– メタデータ・識別⼦の付与
– ガイダンス・情報発信

n助成機関や学術雑誌によるデータ公開要求への対応
– 直接的な研究⽀援
– 資⾦獲得や論⽂⽣産性の向上、および将来的な研究評価につながる
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グループワーク

4



グループワーク⼿順
お題︓研究⽀援のうち困難を感じる業務とその解決策

①ひとこと⾃⼰紹介
②司会（発表者）・書記決め
③「困難な業務」について各⾃の意⾒発表→論点決定
④解決策を話し合い（明快な結論が出なくてもOK）
⑤意⾒がまとまったらメインルームに戻る（書記はチャッ

トに意⾒を書き込む）
⑥司会が2〜3分で発表

15分



図書館学の五原則
1. Books are for use.
2. Every reader his [or her] book.
3. Every book its reader.
4. Save the time of the reader.
5. The library is a growing organism.

Ranganathan, 1931
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（補⾜）p.16 ⼤学グループ分類

86
神⽥由美⼦, 伊神正貫. 研究専従換算係数を考慮した⽇本の⼤学の研究開発費及び研究者数の詳細分析. 
科学技術・学術政策研究所. 2020. https://doi.org/10.15108/rm297
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